「大気浮遊じん」および「大気降下物」モニタリング結果について
渡邉正己京都大学名誉教授（南相馬市放射線健康対策委員会委員長）による解説

令和8年5月13日から10月21日の大気浮遊じんの測定と令和8年３月５日から10月5日の大気降下物の測定において、市内の大気に含まれる放射能量を測定しました。
その結果、観測された放射性核種はセシウム137に限られ、中でも大気1㎥あたりの空気中濃度
は0.02mBq/㎥〜0.1mBq/㎥の範囲にありました。この量のセシウム137を吸入し、体内で放出さ
れる放射線を被ばくし続けてもヒトの体に悪影響を及ぼすことはありませんので、ご安心ください。
これらの結果を見られた皆様の中に「以前はセシウム134も確認されていたのに最近はセシウム
134が全く見られなくなったがどうしてだろう？」という疑問をお持ちの方がおられると思います。
福島第一原発事故時には、原子炉建屋が破壊されて多種の放射性物資が環境へ放出されました。
特に沸点温度（液体が気体に変化する温度）が184℃のヨウ素131や沸点温度が671℃のセシウム
134と137は多量に放出されました。しかし、沸点温度が1,000℃以上のストロンチウム90やプル
トニウムなどの放出量は僅かにとどまっています。このことから放出時の原子炉建屋内の温度は、
700〜1,000 ℃であったと推測されています。そして、放出された半減期8日のヨウ素131と半減
期2年のセシウム134は、現在、すでに大半が検出できないほどに減少し、観測される放射性核種
は半減期30年のセシウム137だけになっているのです。
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